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内容

Ⅰ.  経営戦略

・経営方針　・収益構造の転換　・ローコスト運営

・業績ダイジェスト　・部門別収益状況

Ⅱ. 業務運営状況

1. 貸出ポートフォリオの組替え

2. 手数料ビジネスの拡大

Ⅲ. 財務基盤強化

・保有株式の圧縮　・債券ポートフォリオ

・繰延税金資産の圧縮
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Ⅰ.  経営戦略
• 経営方針

•収益構造の転換

•ローコスト運営

•業績ダイジェスト

•部門別収益状況
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三井トラストフィナンシャルグループ

～財務基盤強化～
・不良債権の最終処理

・保有株式の圧縮

・粗利益の拡大

・ローコスト運営

収益構造の転換

徹底した効率経営

完了に目途

経営の取組み H16/3期 H17/3期 ～H19/3期

総仕上げへ

経営方針

経営方針

～収益力強化～
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*1個人部門から企業部門への金融仲介業務と債券運用

収益構造の転換

H19/3期
計画

H17/3期
予想

H16/3期
実績

H15/3期
実績

63% 57% 50% 40%

n 事業会社向け貸出

n 債券運用　等

n個人向け貸出

nノンリコースローン

n財産管理業務

—投信・変額個人年金保険販売

—不動産

—証券代行

—年金・証券　等

n代替投資

従来型資金業務 *1

60%
50%43%

37%

0%

13%

2%

22%

1%

14%

5%

23%
5%

15%

6%

25%

4%

22%

6%

28%

重点強化部門

[業務粗利益の構成比]

収益構造の転換
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38

41
44

50
52

54

35

40

45

50

55

H12/3期 H13/3期 H14/3期 H15/3期 H16/3期 H17/3期

%

7,362

5,236

6,021

6,787

7,852

4,850
4,2504,500

0

2,000

4,000

6,000

8,000

H12/3 H13/3 H14/3 H15/3 H16/3 H17/3 H18/3 H19/3

530
870 777 696 674 554

630

960
928

874
761

679

0

500

1,000

1,500

2,000

H12/3期 H13/3期 H14/3期 H15/3期 H16/3期 H17/3期

人件費 物件費 税金

店舗数　（中央三井）

経費 　（中央三井・三井アセット合算） 社員数 *1

*1三井トラスト+中央三井+三井アセット

ローコスト運営

1,900
1,784

1,636
1,494

1,280 1,220

（計画）

（計画）
166

119

72 68

149

0

50

100

150

200

H12/3 H13/3 H14/3 H15/3 H16/3

4年間で3分の1削減

4年間で166店舗中、
98店舗削減

店

(計画→)

毎年着実に低下

経費率　（中央三井・三井アセット合算）

人(億円)
4年間で3分の1削減
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3,388

1,215

-247

3,093

1,280

583
1,053

507400

1,650

850

-967

1,893
1,494 1,812

2,000

1,220

3,220

-1,000 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

業務粗利益 経費 実勢業務純益 与信関係費用 経常利益 当期利益

H15/3期 H16/3期 H17/3期（見込み）

業績ダイジェスト

+126,

+4%

-60,
-5%

+187,

+10%

-183,

-31%

n粗利益の増加と経費削減により、業務純益は2,000億円へ

n与信関係費用も引き続き減少し、400億円程度へ

+596,

+57%

+342,

+67%

n経常利益、当期利益とも大幅に増加の見通し

n ROEは13%から19%へ

ROE *1

13%→19%

（億円）

業績ダイジェスト

H17/3期見込み

三井トラスト連結ベース

（信託勘定償却前）

*1 資本勘定、平残ベース

銀行（中央三井＋三井アセット）合算ベース
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818 867

2,570 2,226 2,230

990

0

1,000

2,000

3,000

4,000

H15/3期 H16/3期 H17/3期

銀行業務

財産管理業務

51

298

127

78

162

95

254

136
153 150

75

255

170
190

200

0

100

200

300

リテール 不動産 証券代行 年金 証券

H15/3期 H16/3期 H17/3期（見込み）

3,388

3,093
3,220

+1,

+0%

投資信託・

変額個人年金保険販売

（億円）

三井アセット→

（億円）

n粗利益の増加は主に、財産管理業務（手数料ビジネス）における増収による

n財産管理業務の中でも、リテール（投資信託・変額個人年金保険販売）と不動産部門で、引き続き増収が見込まれる

部門別収益状況

部門別収益状況

（見込み） +47,

+31%

中央三井→

-3,

-4%

+54,

+40% +20,

+13%
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Ⅱ.  業務運営状況

1.　貸出ポートフォリオの組替え

2.　手数料ビジネスの拡大
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1. 貸出ポートフォリオの組替え
•貸出ポートフォリオの組替え

•住宅ローン

•不動産アセットファイナンス

•利回り、利ざや

•与信関係費用、不良債権残高、不良債権比率
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n 個人向け貸出と不動産ノンリコースローンの貸出全体に占める構成比

— 前期実績：6ポイント上昇し、37%へ

— 今期計画：40%まで高める計画

n 個人貸倒実績率：0.01%で安定して推移

n 不動産ノンリコースローン：貸倒実績なし

貸出ポートフォリオの組替え

60%
50%

10% 10%9%5%2% 3%

40%
30%28%

19% 21%
24% 26%

63%69%73%77%81%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H12/3 H13/3 H14/3 H15/3 H16/3 H17/3 H19/3

不動産ノンリコースローン 個人向け貸出

（計画）

（計画）

50%

40%37%
31%

貸出ポートフォリオの組替え
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25,347

27,122 27,622

30,322

24,358

17,844

20,558
21,327

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

H15/3 H16/3 H16/7 H17/3

（億円）

個人向け貸出 うち、住宅ローン

前期純増額 2,714億円は過去最高、

増加率 15.2%は他の主要行平均（+7.8%）を上回る

個人向け貸出

住宅ローン

n“ルート・セールス”の戦略により、他社との差別化に

成功

n不動産及び住宅開発業者を最大限に活用

住宅ローン案件獲得ルート

1,848

1,876
2,128

2,106

6,976
7,803 7,456

8,247

721

633
722

693

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

H14/上 H14/下 H15/上 H15/下

業者ルート 企業・職域 店頭・その他

9,517

10,401 10,217
11,074

（計画） （1件）

住宅ローン流動化前計数

（社内管理ベース）

[流動化後

25,504]

[流動化後

18,940]

（速報）

[流動化後

25,442]

[流動化後

18,811  ]

今期も好調～上期獲得目標 3,000億円に対し、
7月までに 2,000億円を獲得

      0
~
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n前期、純増額3,592億円は過去最高 ～投資（ファンド）型が好調

n今期、従前の計画を1年前倒しして、1兆円へ

不動産アセットファイナンス

486

2,042

3,520

4,640

8,232

10,000

0

3,000

6,000

9,000

12,000

H12/3 H13/3 H14/3 H15/3 H16/3 H17/3

（計画）

（億円）

不動産アセットファイナンス

投資（ファンド）型：不動産ファンド等の投資案件、流動化型：企業のオフバランス化案件

開発型：オフィス・マンション等の新規開発案件、REIT型：REIT（投資法人）向け貸出

12%

22% 18%

34%
27%

29%
43%

15%
0%

20%

40%

60%

80%

100%

H15/3 H16/3

投資（ファンド）型

流動化型

開発型

REIT型

14% 17%
16% 14%

20% 16%

50% 53%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H15/3 H16/3

都心5区
（千代田、港、中央、

新宿、渋谷）

その他都区部

その他首都圏

その他地方

Real Estate Non-recourse Loans by Areas (Loan balance basis)

不動産ノンリコースローンのタイプ（金額ベース）

不動産ノンリコースローンの地域別内訳（金額ベース）

案件も多く順調に積上げの見通し
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1.45%

1.65%

1.85%

2.05%

2.25%

H12/上 下 H13/上 下 H14/上 下 H15/上 下

貸出金利回り 長期プライムレート

利回り、利ざや

貸出金利回り *1

預金利回り *1

n 貸出金利回り：個人向け貸出のウエイトが高く、同業他社よりも利回りが高い
n 預金利回り：低下トレンド継続
定期預金利回りは、前期 0.10%低下 ⇒ 今期も0.1%程度の低下を計画

0.15%

0.35%

0.55%

0.75%

H12/上 下 H13/上 下 H14/上 下 H15/上 下

預金利回り 3年円SWAP

逆転

ご参考 *2

　中央三井 1.22% 1.31% 0.09%

　他信託4行 1.17% 1.12% -0.05%

　4大銀行 1.57% 1.57% 0.00%

貸出金利回り H15/3期 H16/3期 比較

　中央三井 1.60% 1.61% 0.01%

　他信託4行 1.44% 1.34% -0.09%

　4大銀行 1.65% 1.62% -0.03%

預金利回り

　中央三井 0.37% 0.29% -0.07%

　他信託4行 0.26% 0.22% -0.04%

　4大銀行 0.08% 0.05% -0.03%

預貸利鞘

0.29

0.38

0.25

0.30

0.35

0.40

H15/7 8 9 10 11 12 H16/1 2 3 4 5 6 7

定期預金利回り （社内管理ベース）

(%)

着実に低下

*1　銀行勘定、国内

*2　銀行勘定、国内。他社は単純平均
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n 前期実績：与信関係費用は5年連続減少し、実勢業務純益の32%へ

n 今期見込み：与信関係費用は400億円程度、実勢業務純益の20%程度へ

不良債権比率　（銀行勘定＋信託勘定）

与信関係費用と実勢業務純益 （中央三井+三井アセット）

与信関係費用、不良債権残高、不良債権比率

400

2,000
1,680

583

1,215

1,803

2,482

5,405

1,8121,893

1,668 1,615 1,6261,644

20%

32%

64%

103%
110%

154%

324%

0

2,000

4,000

6,000

H11/3期 H12/3期 H13/3期 H14/3期 H15/3期 H16/3期 H17/3期

0%

100%

200%

300%

与信関係費用(1)

実勢業務純益(2)

(1) / (2)

（億円）

（見込）

不良債権残高 　（銀行勘定＋信託勘定）

1,400
2,4782,8312,917

4,527 2,300
1,8321,849

4,106

5,042

0

2,500

5,000

7,500

10,000

H14/3 H15/3 H16/3 H16/6 H17/3

要管理債権

危険&破産更正等債権

（億円）

（見込）

9,569

7,023

4,680

3,700

9.2%

7.0%

4.9% 4.5%
3.8%

0.0%

2.0%

4.0%

6.0%

8.0%

10.0%

H14/3 H15/3 H16/3 H16/6 H17/3

（見込）

4,311

ご参考：四半期開示（簡易）ベース
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2. 手数料ビジネスの拡大
•投信・変額個人年金保険販売

•不動産業務

•証券代行業務

•年金・証券業務（三井アセット信託）
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コンサルテーションの更なる充実と新商品発売等により、今期、収益200億円を計画

投信・変額個人年金保険販売　(i)　実績と計画

25 26

51

200

153

0

60

120

180

240

H13/3期 H14/3期 H15/3期 H16/3期 H17/3期

投信関連 変額個人年金保険関連

投信・変額個人年金保険販売関連手数料

（計画）（億円）

投信・変額個人年金保険販売残高

3,944 4,027
5,066

5,734

271

2,033

3,014

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

H14/3 H15/3 H16/3 H16/7

投信 変額個人年金保険

（億円）

3,944
4,298

7,099

H16/4～7、4ヶ月実績:約76億円

→前期実績の約半分を既に達成～計画を上回るペースで推移中

（速報）

8,748
変額個人年金保険
3,000億円を突破
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中央三井の個人顧客の特徴：富裕シニア層で、投信・変額個人年金保険に関心の高い
顧客が多い

H16/3時点、名義数ベース

投信・変額個人年金保険販売　(ii)　強み - 1

44% 56%
16%

84%

19%

81%

5%

95%

全顧客に占める50歳以上の割合 預かり資産10百万円以上の顧客に占める

50歳以上の割合

投信・変額個人年金保険保有顧客に占める
50歳以上の割合

変額個人年金保険保有顧客に占める
50歳以上の割合

個人顧客の年齢別構成
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78%

18%
4%

0%

25%

50%

75%

100%

預かり資産10百万円以上で、

50歳以上の顧客

H16/3時点、名義数ベース

投信・変額個人年金保険のクロスセルをより強化

変額個人年金保険保有（多くは投信も保有）

 →主に、他の商品のクロスセル

（投信未保有の場合は投信のクロスセル）

投信・変額個人年金保険販売　(ii)　強み - 2

投信保有、しかし変額個人年金保険未保有

→主に、変額個人年金保険のクロスセル

投信・変額個人年金保険とも未保有

→主に、投信・変額個人年金保険のクロスセル

富裕シニア顧客におけるクロスセル
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投信・変額個人年金保険販売　(ii)　強み - 3

73%
27%

投信・変額個人年金保険の販売により、新規顧客も獲得

“ニューマネー”

～他金融機関等

からの獲得～

→4分の1以上を

占める

貸付信託、定期預金等からの振替え

H16/4～7、金額ベース

投信・変額個人年金保険の入金原資
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§ 私募ファンド市場
— ファンド数は約50本。資産規模は1兆円規模に達した模様

不動産業務

1,429

4,993

7,042

10,086

14,854

0

4,000

8,000

12,000

16,000

H12/3 H13/3 H14/3 H15/3 H16/3

不動産流動化受託残高

過去最高の増加額

（億円）

REITの市場規模

0.6 0.8
2.2

4.0
5.5

6.8 8.1

0

2

4

6

8

10

H14/3 H15/3 H16/3 H17/3 H18/3 H19/3 H20/3

（兆円）
予想è

§ 年金基金の動向
— 現在、投資額は500億円～1,000億円規模に達していると
見られる(ｴｸｨﾃｨﾍﾞｰｽ)
— 今後、投資が更に本格化する見込み

n 不動産市場の拡大、戦力強化等により、好調な業務部門。REIT･ファンド関連およびマンションデベ

ロッパー向けの大型案件引き続き多い

n REITや私募ファンドの上場、組成といった不動産市場の構造変化に伴うビジネスチャンスの拡大を

着実に捕捉

n 5月、三井住友銀行と共同で、不動産コンサルティング会社を設立～（株）アセットビジネスコンサルティング
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証券代行業務

A
29.7%

中央三井
28.6%

B
15.3%

D
11.6%C

14.7%

管理株主数　（H16/6）

n 今期計画：企業の持合い解消、単元引下げ等の流れによる個人株主の増加等管理株主数の増加に

より、増収を計画

n 今後も、三井住友銀行との信託代理店効果等により、管理株主数シェアの増加を計画

6月の大型の委託替え3件により、管理株主数 28 万名強増加

公開会社受託社数　（H16/6）

A
26.3%

中 央 三 井
26.1%

B
15.0%

D
15.9%

C
16.7%

中央三井
29.0%

A
25.8%

B
9.7%

D
25.8%

C
9.7%

新規公開社数　（H16/4-6）

業界シェア
(速報)
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資産運用面、コンサルティング面でのアドバンテージをフルに活用し、オルタナティブ商品等の

高採算運用商品のクロスセルを推進

年金・証券業務（三井アセット信託）

年金受託残高

64,292

66,797 67,562 67,665

0

55,000

60,000

65,000

70,000

H14/3 H15/3 H16/3 H16/7

国民年金基金・非適格年金
厚年・適年・新DB

（億円）

（簿価ベース）

信託銀行中：第1位　（3年連続の第1位）

投資顧問会社等含む全運用機関中でも、第5位

→回答が100社以上あった運用機関の中では、第1位

（出所：H15/12/24日経金融新聞）

運用委託機関評価

418

1,239

1,768

289
205

270

0

500

1,000

1,500

2,000

H15/3 H16/3 H16/6

0

100

200

300

受託残高 従業員数

（速報）
（速報）

（億円）

（千人）

~

確定拠出年金業務の状況　（資産管理業務）
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Ⅲ. 財務基盤強化
•保有株式の圧縮

•債券ポートフォリオ

•繰延税金資産の圧縮
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n H16/3に、保有株式残高はTier1の範囲内へ

n 今期 1,300億円を圧縮し、H17/3にはTier1の63%程度へ

*1  H14/3, H16/3, H17/3は取得原価、H15/3はBS計上額（H15/3は株式評価損益がマイナスのため）

保有株式の圧縮

4,050

5,354

7,857

12,916

6,400
5,591

3,449

5,478

228%
236%

96%

63%

0

5,000

10,000

15,000

H14/3 H15/3 H16/3 H17/3
0%

100%

200%

300%

株式簿価 *1 Tier1 株式簿価 *1 / Tier1

(億円)

（計画）

保有株式とTier1（三井トラスト連結）
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円金利の上昇リスクに備え、

①.残高の圧縮　②.リスク量の縮減

を実施

国債運用残高 （TB・FB除く国債）

債券ポートフォリオ

17,600 17,200

13,400

10,000

15,000

20,000

H15.9.30 H16.3.31 H16.7.31
0

(億円)

~

105

80

45

0

25

50

75

100

H15.9.30 H16.3.31 H16.7.31

(億円)

10BPVのリスク量 （TB・FB除く国債）

簿価ベース 金利が10bp変動した時のリスク量の変化
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n前期実績、Tier1比で半減　→　H17/3時点ではTier1の3分の1程度へ

繰延税金資産の圧縮

（見込み）

3,446 2,767
2,200

3,449

5,591

6,400
34%

49.4%

99.9%

0

2,000

4,000

6,000

H15/3期 H16/3期 H17/3期

0%

50%

100%繰延税金資産(1)
Tier1 (2)
(1)/(2)

(億円)

繰延税金資産とTier1　（三井トラスト連結）
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本資料には、将来の業績に関する記述が含まれております。こうした記述は、
将来の業績を保証するものではなく、リスクや不確実性を内包するものです。
将来の業績は、経営環境の変化等により、目標対比異なる可能性があることに
ご留意下さい。


